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「バイリンガル国家という未来」

グローバル人材の必要性を問われて久しいが、果たして日本にどれだけ

のグローバル人材が育っているだろうか？ 確かに英語を話す人は増えた。

英語を公用語にしている企業もある。しかし、たとえ英語を話すことがで

きても、ドメスティックな文化で育った人はグローバルでは戦えない。今

の日本にグローバル人材が十分に育っているとは言えない。

自社は近年、海外企業の買収を積極的に行い、事業のグローバル化を通

して成長しようとしている。自社にとっても、また海外戦略を展開する多

くの企業にとっても、無論、課題はグローバル人材の不足だ。しかし私は、

人材不足ではなく、グローバルな文化が日本企業に根付いていないことこ

そが問題であると思っている。いや、世界はどんどんグローバル化してい

くのに、日本社会だけが立ち止まっているようにさえ思える。

日本は、30年後の未来を大きく切り開くために、今こそ社会文化そのも

のを変えるビジョンを打ち出すべきだと思う。例えば、「30年後のバイリン

ガル国家」構想を打ち立ててはどうだろうか。実現すれば、30年後の日本は

どういう未来に変わることができるだろう？　30歳以下の全国民が生ま

れながらにして日本語と英語のネイティブになり、他国と日本の考え方が

融合された新しい文化が出来上がっている。グローバルに開かれた日本の

魅力はさらに増し、海外から移民も入り国際結婚も増えるかもしれない。

日本がDiversifyし、日本人は活力と想像力にあふれた国民になっているだ

ろう。そして、その30代が60代になる時、完全なバイリンガル国家が出来

上がる。世界で活躍できる強い日本人と強い国家が出来上がる。国際機関

へも指導的な立場を取れる人材が次々と輩出されていくに違いない。

私の好きな言葉にダーウィンの言葉がある。「最も強い者が生き残るので

はなく、最も賢い者が生き延びるのでもない。唯一生き残ることができる

のは、変化できる者である」。日本人はこれまでさまざまな環境の変化に対

応して、あらゆる困難を克服してきた。日本人は環境の変化に順応できる

素晴らしい国民である。しかし、私は今、大きな危機感を抱く。このまま

の延長で30年後に私たちはSurviveしているだろうか？　日本人が世界の

頂点に立てるような未来を見据えた国家ビジョンを、今こそ打ち立てる時

なのではないか。政府の英断に期待する。

【トルコ／陶器の絵付け】
異国情緒に満ちたトルコの文様です。これはよ
く見られる花柄のパターンで、どこかアンニュ
イな雰囲気のある不思議な造形です。

今月の表紙：世界の文様シリーズ


